
第５章　ユーザーコマンドと他社ボードについて

ユーザーコマンド

ADVFSCには10個のユーザ関数が用意されてお り 、 マシン語で作成されたモジ ュールを RAM上に展開し イ

ン タプ リ タから直接実行する こ と ができ ます。 これに関係する コマン ド はUSERCOM0～9 と SETCOMです。

ユーザーコマン ド はMPCINIT後、 USERCOM0～9 と い う コマン ド名で設定されています。 これをCOMSETで

コマン ド 名、 実行ア ド レ ス を与え る こ と によ り イ ン タプ リ タ よ り ユーザで決定し た コマン ド 名で実行する

こ と ができ る よ う にな り ます。ユーザコマン ド に対する制限は使用でき る レジス タがD0～D3及びA0～A3に

限られている こ と です。 これはユーザコマン ド 実行中に も マルチタ ス ク モニ タがタ ス ク制御を実施し てお

り 、 モニ タが保証する レジス タがこ の8本に限られている ためです。 また、 マシン語モジ ュールに引き渡さ

れるデータは4つに限られています。そ し て、引き数は最初から順にD0～D3にセ ッ ト され引き数の数はA0に

セ ッ ト されています。次に操作手順に基づいて コマン ド の仕様を概説し ます。 まず、COMSETですが次のよ

う に引き数無しで実行する と現在の一覧が表示されます。 初期状態ではこのよ う にエン ト リ が0 と な

っています。 こ のま までUSERCOMを実行する と コマン ド番号と 引き数の数を表示し ます。

#comset
        USERCOM0 --> USERCOM0   Entry Address->&H00000000
        USERCOM1 --> USERCOM1   Entry Address->&H00000000
        USERCOM2 --> USERCOM2   Entry Address->&H00000000
        USERCOM3 --> AFFIN      Entry Address->&H0002BCF2
        USERCOM4 --> GETDG      Entry Address->&H0002BCF8
        USERCOM5 --> ATAN2      Entry Address->&H0002BCE6
        USERCOM6 --> TAN        Entry Address->&H0002BCCE
        USERCOM7 --> SIN        Entry Address->&H0002BCD4
        USERCOM8 --> COS        Entry Address->&H0002BCDA
        USERCOM9 --> ATAN       Entry Address->&H0002BCE0
#USERCOM0
0 0
#USERCOM0 1 2
0 2
#SIN 300000 1000 ADR(A)
#PR A
500
#COS 300000 1000 ADR(A)
#PR A
866
#

次に実際にエン ト リ ア ド レ ス を設定し てユーザコマン ド の働き を確かめてみます。 ADVFSC には実験用モ

ジ ュールが組み込まれてお り そのア ド レ スはコマン ドTESTで知る こ と ができ ます。 実験用モジ ュールは各

レジ ス タの内容をヘキサ表示し ます。 テ ス ト コマン ド を実行する こ と によ って得られたア ド レ ス と コマン

ド名 （ダブルク ォー ト で囲む文字列であ る こ と ）、 ユーザコマン ド番号を次の例のよ う に引き数と し て与え

ます。結果はCOMSETで確かめる こ と ができ ます。そ し て実際実行し てみる と 与えた引き数がヘキサで表示

されます。

#TEST
0002A776 0003158C 0008FE7E 000FCBFE 000FFA9A 000FCBFA
#COMSET 0 "AHO" &H2A776
#COMSET
        USERCOM0 --> AHO        Entry Address->&H0002A776
        USERCOM1 --> USERCOM1   Entry Address->&H00000000
        USERCOM2 --> USERCOM2   Entry Address->&H00000000
        USERCOM3 --> AFFIN      Entry Address->&H0002BCF2
        USERCOM4 --> GETDG      Entry Address->&H0002BCF8
        USERCOM5 --> ATAN2      Entry Address->&H0002BCE6
        USERCOM6 --> TAN        Entry Address->&H0002BCCE
        USERCOM7 --> SIN        Entry Address->&H0002BCD4
        USERCOM8 --> COS        Entry Address->&H0002BCDA
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        USERCOM9 --> ATAN       Entry Address->&H0002BCE0
#AHO 100 200 300 400
00000064 000000C8 0000012C 00000190
#

こ のよ う に、 ADVFSCのマシン語イ ン ターフ ェースは4つの引き数を レジス タD0～D3に与えて、 COMSETに

よ って定義されたマシン語モジ ュールのエン ト リ に引き渡し ます。これによ り イ ン タプ リ タ上の変数、配列

変数あ るいは関数によ って与え られる数値を直接マシン語に引き渡すこ と ができ ます。 も ちろんマシン語

で追加し たい機能の中には数値を イ ン タプ リ タに戻すものも あ り ます。 こ の場合は引き数中に関数ADR()を

使用し ます。 関数ADR()は変数 ・ 配列のア ド レ ス を得る関数です。 た と えばA/Dコ ンバータ をサポー ト する

マシン語モジ ュールを組み込み結果を特定の変数に返すもの と し ます。 この場合は次のよ う にな り ます。

COMSET 0 "ADIN" &HC0000
10 ADIN ADR(data)
20 PRINT data

こ こ では変数dataに結果を返し て表示し ます。 ADINの内部処理ではD0に与え られた値をア ド レ ス レジス タ

にコ ピーし ておき、 得られた結果を こ のア ド レ ス レジス タの指定する メ モ リ に書き込みます。

ADVFSCの変数はすべて ロ ング整数ですから、 書き込みはmove.1 d0,(a0)の形式 と な り ます。 三角関数SI

N/COS/TAN/ATANをユーザコマン ド と し て使用する こ と ができ ます。 こ の演算は68000用コ ンパイ ラのラ

イブ ラ リ コール と なっている ため、マルチタ ス ク では使用でき ません。各演算にはマルチタ ス ク の停止が含

まれていますので、注意し て使用し て く だ さい。引き数は整数しか扱 う こ と ができ ませんので、入力で10000

倍の度、 第二引き数を出力する数のスケールフ ァ ク ター と し ています。

sin A1 A2 adr(A3) A3=sin(A1/10000)*A2 引き数は度です

cos A1 A2 adr(A3) A3=cos(A1/10000)*A2 引き数は度です

tan A1 A2 adr(A3) A3=tan(A1/10000)*A2 引き数は度です

atan A1 A2 adr(A3) A3=atan(A1/1000)*A2 結果は度です。

atan2 A1 A2 adr(A3) A3=atan(A1/A2)*10000 結果は度です。

SIN 300000 1000 ADR(A)
PR A
 500
ATAN 10000 1000 ADR(A)
PR A
 45000

ユーザーコマン ド は必要に応じ て追加されます。

他社ボードとの組み合わせ使用について

ボードの使用に当たって注意すること

･ I/Oア ク セスに限る こ と！

･ ア ク セスはワード に限られている こ と！

･ C-MOSバスであ る こ と ！

MPC-684はバス を98I/Oバスに準拠し てお り 、市販の98用I/Oボード をい く つか使用する こ と ができ ますが、

次のよ う な制限を持っています。第一にMPC-684はハード的にワード ア ク セス、ワー ド書き込みしかでき ま

せん。 従って同一番地の偶数 ・ 奇数番地に配置された異な る8ビ ッ ト デバイ ス をア ク セスする場合に注意が

必要です。マシン語上ではバイ ト ア ク セス を し ているにも拘らずハー ド 的にはワー ド ア ク セス され、指定バ

イ ト 以外はダ ミ ーア ク セス されて し まいます。 二番目の注意事項 と し ては MPC-684 のバスバッ フ ァは C-

MOSを対象 と し てお り 、 TTLも し く はLS-TTL等で構成されたI/Oボード の使用には注意が必要です。 TTLで

は、C-MOSはただ一つの ド ラ イブ能力しかあ り ませんのでほかには何も接続する こ と はでき ません。MPC-

684に使用されているバスバッ フ ァのLS-TTLに対する フ ァ ンア ウ ト は15 と なっていますが実際の使用環境

では5程度と 考えた方が無難です。

市販の98ボード はLS-TTLで構成されている こ と が多いのですが、 こ う し たI/O イ ン ターフ ェースでは数枚

併用し て も差し支えない範囲と 考え られます。幣社純正のMOP-048、MIP-048ではC-MOS構成のバス と なっ

ていますので こ う し た考慮は無用です。
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書き込みサイクル 読みだしサイクル

（ ） 付信号は" Ｌ "ア ク テ ィ ブを示す

マシン語にすべきか

ADVFSCではバスに対する コマン ド と し てIOR(),WIR(),IOW,WOWを備えています。あ ま り 高速でない使用方

法であればマシン語を使用し な く て も十分にでき る もの と思います。 次にコ ンテ ッ ク製のADコ ンバータ を

使用し たサンプルプロ グ ラ ムを例示し ます。A/Dコ ンバータのア ド レ スはD0に設定されています。こ の と き

MPC-684のボード ア ド レ スはE0やC0に変更し ておき ます。

*MAIN_CPU
　　　　　　　　 DO
　　　　　　　　　　IOW &H17 &HD0 ’A/Dスタート
　　　　　　　　　　WAIT IOR(&HD1)&&H40==&H40 ’A/D終了街ち
　　　　　　　　　　  data=WIR(&HD0)&&HFFF ’データ取得16ビット
　　　　　　　　　　IF IOR(&HD1)&&H10==16 THEN ’符号判断
　　　　　　　　　　    data=0-data
　　　　　　　　　　END_IF
　　　　　　　　　　TIME 1000
　　　　　　　　 LOOP

ADVFSCサポー ト での応答ス ピード はイ ン タプ リ タの実行ス ピード の制限を受けます。その見積はシングル

タ ス ク で一行250μsecと し て後は通過する行数を乗じ た もの と な り ます。この例ではA/Dス ター ト 後変換終

了まで5行と な り ますので約1.25msec と な り ます。 従って実際の制御では10msec程度応答を期待する ものに

用途は限られます。 も ちろんマルチタ ス ク を必要 とする システムでは 10msec 程度の時間的余裕は不可欠で

す。マルチタ ス ク有効下では高速サポー ト を目的 と し たマシン語化は得策ではあ り ません。マシン語化する

のが必要なのは次のよ う な場合 と 考え られます。 第一は用途をシングルタ ス ク に絞 り 高速サポー ト する場

合、も う 一つはデータの取得にイ ン タプ リ タの手に余る よ う な複雑な演算を必要と する よ う な場合です。前

記の例の A/D コ ンバータでは16 ビ ッ ト データのため演算は複雑ではあ り ませんのでマシン語化はあ ま り 意

味はあ り ません。

動作確認ボード

メ ーカー ア ド テ ッ ク 

D/Aボード 　 AB98-06BV/1,AB98-56BV/1

A/Dボード 　 AB98-30B

PC98系ボー ド、A/D,D/Aボー ド にはDC/DC電源を搭載し た も のがあ り 、消費電流が大きい場合があ り ます。

消費電流を よ く 確認し た上で使用し て下さ い。

50ns200ns

データ有効

(BHE)

(IOWR)

(DATA)

50ns 250ns

データ有効

(BHE)

(IORD)

(DATA)

100ns
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